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３
月
定
例
会

26
年
度
予
算
・
25
年
度
補
正
予
算
な
ど

市議会
　
市
議
会
３
月
定
例
会
が
２
月
28
日

に
開
会
。
平
成
26
年
度
一
般
・
特
別

会
計
予
算
や
25
年
度
一
般
・
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
案
の
35
議

案
を
審
議
。

　
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
３
月
28
日

に
閉
会
し
ま
し
た
（
26
年
度
予
算
に

つ
い
て
は
６
～
９
㌻
に
掲
載
）。

　

補
正
予
算

▪
一
般
会
計
（
第
８
号
）

　
国
の
補
正
予
算
な
ど
に
よ
る
事
務

事
業
費
の
追
加
や
基
金
・
積
立
金
へ

の
積
み
立
て
を
行
う
も
の
で
、
歳
入・

歳
出
い
ず
れ
も
７
億
６
，
６
８
４
万

円
の
増
額
。こ
の
結
果
、予
算
総
額
は
、

歳
入
・
歳
出
い
ず
れ
も
３
７
３
億
３

５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▪
特
別
会
計　

❖
病
院
事
業
会
計
（
第
１
号
）
…
５
，

７
８
６
万
円
増
額
の
26
億
４
，
５
０
１
万
円

❖
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
（
第
４

号
）
…
２
億
５
７
０
万
円
増
額
の
93

億
５
，
６
１
０
万
円

❖
簡
易
水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

…
３
，
０
３
０
万
円
減
額
の
５
億
９
，

７
３
５
万
円

❖
下
水
道
事
業
会
計
（
第
５
号
）
…

繰
越
明
許
費
を
補
正
す
る
も
の
で
総

額
の
変
更
な
し
。

　　
こ
の
ほ
か
、
成
立
し
た
条
例
な
ど
の

う
ち
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

条
例

▪
舞
鶴
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
の
発
行
に

関
す
る
条
例
の
制
定
　
本
市
の
議
会

の
議
員
お
よ
び
長
の
選
挙
に
お
い
て

選
挙
公
報
を
発
行

▪
舞
鶴
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
　
期
末
手
当
お
よ

び
勤
勉
手
当
の
基
礎
額
に
管
理
職
手

当
の
月
額
を
加
え
る
な
ど

▪
舞
鶴
市
組
織
及
び
分
掌
事
務
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
　
総
務
部
の

分
掌
事
務
と
し
て
「
債
権
管
理
に
関

す
る
こ
と
」
を
追
加

▪
舞
鶴
市
消
防
長
及
び
消
防
署
長
の

資
格
を
定
め
る
条
例
の
制
定
　
消
防

長
お
よ
び
消
防
署
長
の
資
格
を
規
定

▪
舞
鶴
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
　
保
険
料
軽
減
措
置
に
係
る

所
得
算
定
方
法
等
を
変
更

▪
舞
鶴
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
　
市
立
舞
鶴

市
民
病
院
の
位
置
お
よ
び
病
床
数
を

改
め
る
な
ど

▪
舞
鶴
市
簡
易
水
道
事
業
設
置
条
例

の
一
部
改
正
　
桑
飼
簡
易
水
道
の
計

画
給
水
人
口
お
よ
び
計
画
給
水
量
を

変
更

▪
舞
鶴
市
病
院
事
業
に
係
る
使
用
料
、

手
数
料
等
に
関
す
る
条
例
・
舞
鶴
市

水
道
事
業
給
水
条
例
・
舞
鶴
市
下
水

道
使
用
料
条
例
な
ど
の
一
部
改
正
　

消
費
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
使
用

料
等
の
額
を
改
め
る
な
ど

　

そ
の
他

▪
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
　
農

業
基
盤
整
備
促
進
事
業
の
実
施
に
伴

い
、
水
間
地
区
及
び
中
山
地
区
の
字

の
区
域
及
び
名
称
を
変
更

地域の元気臨時交
付金基金積立金 ５億 1,773 万円

中丹地域有害鳥獣
処理施設整備事業
費負担金

3,820 万円

公営住宅建替事業 7,200 万円
校舎等改修事業 ４億 4,842 万円

主な事業をチェック
一般会計補正予算第８号

　
市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
取
り
ま

と
め
た
「
舞
鶴
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
白
書
」
を
も
と
に
、
今
後
の

公
共
施
設
の
再
生
を
行
う
上
で
の
目

標
や
方
向
性
、
取
組
優
先
度
な
ど
を

明
ら
か
に
し
た
「
舞
鶴
市
公
共
施
設

再
生
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
計
画
（
案
）
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
き
制
度
に
基
づ
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

公
共
施
設
再
生
へ

基
本
計
画
（
案
）
に
意
見
を

▪
提
出
方
法
　
様
式
は
自
由
。
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、「
舞

鶴
市
公
共
施
設
再
生
基
本
計
画
（
案
）

に
対
す
る
意
見
」
と
明
記
し
、
郵
送

か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で

管
財
契
約
課
へ
。
匿
名
、
電
話
、
口
頭

に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▪
募
集
期
間
　
５
月
30
日
㈮
ま
で

▪
計
画
（
案
）
の
公
表
場
所
　
管
財

契
約
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
西

支
所
、加
佐
分
室
、各
公
民
館
、大
浦・

城
南
会
館
、
東
・
西
図
書
館
で
閲
覧

パブリック
コメント

可
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見

の
取
り
扱
い
　
提
出

さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し

て
計
画
を
策
定
。ま
た
、

意
見
の
概
要
と
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
方
を

整
理
し
、
公
表
し
ま
す

（
氏
名
な
ど
は
公
表
し

ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
管
財

契
約
課
（
☎
66
・
１

０
４
５
、
ＦＡＸ
62
・
９

８
９
１
）
へ
。

公共施設の質・サービス・利便性の向上

【主な取り組み】
 ❖低利用なサービスや機能の見直し
 ❖類似施設や関連施設の多機能化や複合化による利便性の向上
 ❖建物機能のマッチングやデザインの配慮による人流の創出
 ❖市民ニーズの調査と意見反映によるサービスの向上
 ❖官民連携によるサービスの向上

公共施設再生のための財政的取り組みの推進
【 数値目標、総延床面積 12㌫（3.8 万平方㍍）の削減 】
【主な取り組み】
 ❖施設利用料金の適正化
 ❖予防保全による施設の長寿命化
 ❖公共施設再生のための基金の設立
 ❖資産の有効活用によるコストの削減
 ❖自治体間連携による効率化

基本計画の目標

　

TOPICS

専門学校の設置に正式調印

　不足する介護人材の確保を目指して、市が誘致して
いた専門学校の設置に関する協定書の調印式が４月
10 日、市と京都 YMCA 学園との間で執り行われまし
た。
　調印された協定書には、『市が専門学校の整備・運
営が円滑に進むよう協力すること』『同学園が社会奉
仕活動に積極的に取り組むなど、地域福祉の向上や地
域の発展に努めること』などが定められています。
　調印式で多々見市長は、「貸与する施設の耐震改修
工事や介護福祉士育成修学資金貸与制度など、可能

前島みなと歩道橋が開通

　４月９日、前島ふ頭と南側の市街地を結ぶ歩道橋が開
通。これは防衛省の補助を受け、京都府が整備したもの
で、総事業費は約７億円。橋の名称は広く全国から募集
し、応募総数 207 点の中から府港湾事務所が設置した
名称選考委員会で「前島みなと歩道橋」に決定しました。
　この歩道橋の開通により前島みなと公園への移動時
間が短縮され利便性が向上します。また、港と一体となっ
て活用することでまちのにぎわいの創出が期待されま
す。
　この日、開通式典が執り行われた後、関係者や近隣の
保育園・幼稚園児などが渡り初めをし、開通を祝いました。

市協力の「引き揚げ」音楽劇が東京で上演

　「引き揚げ」をモチーフにシベリアや舞鶴を舞台とした
音楽劇「君よ生きて」（主催：望月龍平シアターカンパニー
／ NPO 法人 OFF OFF BROADWAY JAPAN）が３月
19 日～ 24 日に東京で上演され、若い世代も多く観劇し
連日満員で大好評となりました。この音楽劇は、舞鶴引
揚記念館収蔵資料の提供や引揚体験者への聞き取りなど、
創作過程において市が全面協力したもの。
　初演に先立ち、報道関係者などを招いたゲネプロ（最
終通し稽

げ い こ

古）では、多々見市長が「世界記憶遺産」登録
への取り組みを広くアピールしました。

音楽劇「君よ生きて」ゲネプロの様子

▲テープカットを行う関係者 ▲笑顔で渡り初めをする子どもたち

菅谷初穂さんの本 寄贈

　本市出身で昭和７年、米国で開催されたロサンゼルス
五輪に女子水泳選手として参加した故 菅谷初穂（旧姓：
松澤 ) さんの生涯をつづった本「日本女子水泳のパイオ
ニア～菅谷初穂の歩み～」が刊行。４月９日、市関係者
や市内の小中学校図書館などで広く役立てていただきた
いと、家族から市へ 300 部の寄贈がありました。
　家族を代表して、長男の定彦さんは「舞鶴は母が生ま
れ育ったまち。母の原点である地域の皆さんに読んでい
ただけたらありがたい」と話しました。
　東・西図書館で貸し出ししています。

▲寄贈された菅谷さんの本
▲菅谷定彦さんから寄贈された
本を受け取る市長

な限り学校運営を
バックアップした
い」と述べました。
　同校は、介護福
祉学科と国際観光
ビジネス学科が設
けられ、学科定員
各 40 人。平成 27
年４月の開校を目
指します。 ▲協定書にサインする多々見市長（右）

と京都ＹＭＣＡ学園 野村理事長（中）

〔あらすじ〕ある夜の舞鶴港、小樽から着いたフェリー。仕事を辞め、恋人と
も別れ、自転車であてのない旅をするトモキが港へ降り立った。そこで、亡
くなったはずの曾祖父・善吉と出会い、トモキをシベリアへ時空を超えた旅
へと誘う。そこは第２次世界大戦後のシベリアの収容所だった。トモキは善
吉として、そこで生きることになり…
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